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企業目的＆スローガン

感動創造企業
世界の人々に新たな感動と豊かな生活を提供する
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「心躍る豊かな瞬間と最高の感動体験を。
イノベーションへの情熱を胸に、
ヤマハ発動機は挑戦をつづけます。」
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会社概要 （2018年12月31日現在）
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2018年度の業績の内訳

地域別売上高事業別売上高

創立 : 1955年7月1日
本社所在地 : 静岡県磐田市
従業員数 （連結）: 53,977人
関係会社数 : 約140社

資本金 : 857億9,700万円
売上高 （連結） : 1兆6,731億円
経常利益 （連結）: 1,380億円
売上比率 （連結）:国内 10.0％

海外 90.0％
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ヤマハ発動機の多様なパーソナル・モビリティ
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●介護の必要な人

免許がある人

600万人

免許がなくて自転車に乗る人

自転車に乗らない人

2,900万人

65歳以上高齢者全体：3,500万人

●介護の必要がない人

寝
た
き
り

健
康

Concept Model

TRITOWN

GSM

1,900万人 1,000万人
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電動アシスト自転車；購買層分布（当社調査結果）

高校入学

30～40代前半

還暦
古希

60～70歳

■PAS購入者年齢

出所：2017年PAS購入者登録データ

60歳以上ユーザー：31%
75歳以上ユーザー：10%

シニア世代は子育て世代に次ぐボリューム層を構成
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電動アシスト自転車；シニア世代のユーザ属性
（2018年当社ユーザー調査結果）

■居住エリア 上位10県が7割強を占める。
74歳以下に比べて10位以下のエリア率高い
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■PAS購入前の移動手段

高齢者は自動車からの
乗り換えが比較的多い

高齢者ユーザーの多いモデル

上位10都道府県, 88%

上位10都道府県, 70%

2.5倍75歳以上では地方ユーザーの比率が高くなる

＊上位10県＝首都圏エリア、三大都市部等
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自動車からの乗り換え状況
60才以上の約2割は自動車からの乗り換え。
PAS購入後、自動車をPASと併用している人と処分／ほとんど使っていない人はほぼ半々。

＊13-18年 軽快車ユーザー調査より

●前移動手段（自動車）の現状

●購入前 移動手段

60歳以上世代へ早めの電動アシスト自転車
経験機会提供によりスムーズな乗り換え可能
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電動アシスト自転車；高齢者に向けたモニター実施
（袋井市例）
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 8割以上の利用者が高頻度（週3以上）で自転車を利用。2km先へも買い物に行くなど行動範囲も拡大

 遠方の買い物の際には、帰り道にある店舗にもよるなど利用店舗数が増加

 事前に車を運転していた利用者は、自転車になっても以前から利用していた施設を利用する傾向

 利用者からは「以前より外出の頻度が増えた」「運動不足が解消された」「風を切って走ると健やかな気持ちになる」
など心身面への肯定的な影響の声も多かった

＜モニター結果＞
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低速モビリティ；YNF-01＜コンセプトモデル＞
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①走破性
・大径ホイール
・4輪独立サスペンション

→段差乗越え

②走行安定性
・大径ホイール
・4輪独立サスペンション

③視認性
・シンプルなベースフレーム
（カウルでタイヤ付近を覆わない）

→前輪ﾎｲｰﾙ・路面の視認性

⑥バッテリー
・電動車いす用バッテリー
（実績と高い信頼性）
・急速充電対応

④安心機能
・コーナー減速制御
・電磁ブレーキ

⑦先進性
・スマートフォン連携
車両情報表示

⑤モーター
・ブラシレス・コンパクト
・ACサーボモーター
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低速・立乗り電動三輪車；TRITOWN＜モニタリング実施中＞

(PLEV：Personal Light Electric Vehicle)

・ライダー自身がバランスを取り自立する、低速・立ち乗りの電動(EV)車両
・他の歩行者とゆっくり並走することも、軽快なスピード感で走ることも簡単
・成長が見込まれるPLEV市場を想定し、複数のユースケースで実証実験を計画中
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１）つま恋リゾート彩の郷

２）国営越後丘陵公園

期間：4/27～5/31
形態：リゾートレンタル
料金：1,200円/時間

期間：7/13～8/11
形態：ガイドツアー
料金：2,500円/80分2017 東京モーターショー出展

動きとデザインの
コンセプト車両で、
お客様の手ごたえ
を確認。

お客様に乗って頂く
実証実験に向け、
信頼性を担保した
製品開発を実施。

2019 米国CES出展

2019 実証実験を実施中

発売検討中
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電動小型車両；GSM(手動運転)・PPM（自動運転）

モデル名称 AR-05（GSM：手動運転）
自動車の種別 小型自動車
燃料の種類 電気（リチウムイオン電池）
乗車定員 5名
車両寸法 L342cm×W132cm×H183cm
ﾎｲｰﾙﾍﾞｰｽ 214cm
最低地上高 11.5cm
車両重量 510kg
車両総重量 785kg
定格出力 0.6kW
最高速度 19km/h
最小回転半径 3.5m
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上記は代表機種、それ以外にも7人乗りや4人乗り（軽自動車種別）、
6人乗り、車いす仕様などもあり
上記に自動運転機能（電磁誘導式）を付けた場合には、数値に変
更有り

AR-05

・低炭素社会の実現と、地域課題の解決を目指す新しいモビリティ
・ゴルフカートをベース車両に保安部品を取り付けナンバー取得し、公道走行も可能
・ＰＰＭ（パブリック・パーソナル・モビリティ）は、電磁誘導式を採用し、石川県輪島市では
毎日、運行中（一部自動）
・ＧＳＭ（グリーン・スロー・モビリティ）は、タクシー業者、レンタル事業者、社会福祉法人など
で移動手段として利活用実績
・経済産業省、国土交通省のＰＪにおいて、全国で様々な実証実験にて活用
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